
病院図書室 １７（４）：１３５－１４０，１９９７

学会教育施設の図書室規定

－アンケートを実施してー

１．はじめに

病院の非生産部門である図書室は「金食い

虫の厄介もの」と見なされることが多い。担

当者がもっと充実させたいと訴えても利用の

少なさを指摘される。しかし、なぜ利用が少

ないかと言えば資料が貧弱なためで、つまる

ところ水掛け論に終始してしまいがちである。

「総合病院には図書室が必要である」という

医療法上の簡単な規定はあっても、本来必要

とされる図書室の実質的な中身や業務内容は

個々の病院に任されており、改善の指針とな

りにくいのが現状である。病院図書室を少し

でも充実させるために何らかの規制がないだ

ろうかとかねがね考えていたが、そんな折、

平成８年に日本医療評価機構が設立され、病

院の評価が全国的に開始された。病院図書室

も評価項目に挙げられており、具体的に相互

貸借が可能かどうかなどの踏み込んだ内容も

盛り込まれている。評価内容のさらなる充実

を期待したい。

一方、医学各分野の学会でも教育施設の認

定を行っているが、図書室の規定に関しては

各施設への調査項目には入っているものの今

までほとんどど知られていない。そこで、今

回各学会に対して病院図書室および図書室専

門職員の必要性を訴えることも目的にしてア

ンケート調査を行ったので報告する。
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２．アンケートの実施

アンケート調査は下記のとおり実施した。

Ｏ ）調査対象

まず、アンケートの対象学会を決めるため

に、臨床研修研究会編の「臨床研修病院ガイ

ドブック」を調べ、学会認定医制協議会とい

う組織があることを知った。これは、「認定

医制が社会から信頼と評価を得、医療の中で

位置づけされるために活動するもので、各認

定医制を規制するものではない。会員は、本

協議会の場で話合いされたり、申合せされた

事項などにより、信頼される認定医制を育成、

発展のために努力すべきである」との趣旨で、

昭和５６年１１月１１日に発足した協議会である。

その協議会の平成８年３月２０日時点での会員４６

学会（表１）を対象にアンケートを実施する

ことにした。なお、表１の学会記載順は学会

認定医制協議会概報（平成８年３月）の記載

順である。また、各学会事務局の住所は学会

雑誌が発行されていると考え、医学中央雑誌

収載誌目録によって調べた。

（２）アンケートの依頼と項目

アンケート依頼文書およびアンケートの項

目は表２、３の通りである。各学会にはこれ

らの他に近畿病院図書室協議会会員名簿を参

考資料として添えて送付した。依頼文書は当

協議会会長名で作成し、当協議会の主旨、活

動内容について簡単に説明し、更に各学会の

教育施設認定の基準条件が記載されたものが

あればアンケートの回答に同封していただけ
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るよう依頼した。

アンケートの内容は表３の項目のとおりで、

設問１から１１まではＹｅｓ、Ｎｏ の単純回答とし

た。少しでも多くの回答が欲しかったため答

えやすいように工夫したつもりである。また、

設問８から１１に関しては特に Ｙｅｓへの回答を

誘導するような質問の仕方をしている。設問

１２、１３については、一言でも書いていただけ

ればという期待を持って付け足したものであ

る。

３。アンケートの結果

調査結果は表４の通りである。督促した学

会も含めて回答のあった学会は４３学会、回収

率は９３．５％であった。締切までに回答のな

かった１１学会の中には事務局変更のため依頼

が届かなかった、規定がないため回答できな

かったなどがあり、アンケートそのものに理

解を示していただけなかった学会もあった。

また、教育施設認定の規定を送付してきた学

会は１６学会にとどまった。この中には図書室

に関する規定がない学会も含まれているが、

規定がある学会でもそのほとんどが図書室完

備、整備とのみ記述されているに過ぎない。

設問１から１１についてはＹｅｓをＹ、ＮｏをＮと

し、設問３はＹＡ、ＹＢ、ＹＣと表示した。回答の

なかった場合は空白、規定内容欄の＊印はコ

メントとして付記されていたものである。

このうち、設問１に Ｙｅｓ回答をした３９施設

についてその回答をまとめたものが表５であ

る。この表で見る限り、図書室の蔵書数、学

病 院図 書室 Ｖｏｌ．１７ Ｎｏ．４，１９９７

会関連の蔵書数に関する規定がある学会は少

ないようで、文献検索や入手手段など機能。

ソフト面が重視されているようである。また、

設問１１に Ｙｅｓと回答した学会は当然のことな

がらそのほとんどが設問３では担当者の配置

が必要と考えている。設問８から１１までは予

想通り Ｙｅｓの回答が多かったが、施設・設備

や蔵書だけではなく人的なサービス、人材の

必要性を認めたものと解釈したい。

４。おわりに

アンケート調査を実施した時点では学会教

育施設の認定規定に図書室の具体的な内容は

明示されていなかった。しかし、学会では充

実した教育施設には図書室の機能が必須であ

ると考えていることも事実のようである。病

院図書室ではその規模が大きくても大学の図

書館と比較すると、設備や蔵書などすべてに

劣ることはいうまでもない。その中で利用者

に不自由なく情報を提供を行うためには必要

な知識や技術を持つ専門職員が必須である。

診療録の管理に関しては、教育施設申請用紙

に「専任担当者が配置されているか、またそ

の担当者は診療録管理士（診療情報管理士）

か」と設問している学会もあることから、図

書室にもそのような人的規定がもうけられる

ことを今後期待したい。

最後にこのアンケートにご協力くださった

各学会関係者の皆様に厚くお礼申し上げます。
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日 本病理学 会
東京都文京区本郷２－４０－９

ニュー赤門ビル４Ｆ

日本 温泉気 候物理医学会
東京都中央区八皿洲１－５－２０

石塚八重洲ビル 日本健康開発財団内

日本 内科学 会
東京都文京区本郷３－３４－３

本郷第一ビル８Ｆ

日本小 児科学 会
東京都文京区後楽１－１－５

第一馬上ビル４Ｆ

日 本消 化器病学 会
東京都中央区銀座８－９－１３

銀座オリエントビル８Ｆ

日 本 循環器学 会
京都市左京区吉田河原町１４

近ｔＳ．地方発明センター内

日 本 外科学会
東京都文京区後楽２－３－１０
白王ピル７ｆ

日 本整 形外科学 会
東京都文京区本郷３－３０－１０布施ビル

日 本産 科産婦人科 学会
東京都新宿区市ケ谷砂土原町１－１

保健会館別館内

日 本眼 科学会
東京都千代田区猿楽町２－４－１１－４０２

日 本耳鼻 咽喉科学 会
東京都泄区高岫３－２３－ｌ４－８０７

シャトー高綸内

日 本皮膚 科学会
東京都文京区本ＳＪ３－１４－１Ｏ

秦生ビル４Ｆ

日 本医学 放射線学 会
熊本市本荘１－１－１

熊本大学医学部放射ｍ医学教室

日 本麻 酔学会
東京都文京区本郷３－１８－１１ＴＹピル６Ｆ

日 本胸 部外科学会
東京都文京区後楽２－３－１Ｏ白王ビル７Ｆ

日 本脳 神経外科学会
東京都文京区本郷５－２７－８赤門前岩田ピル

日 本神経 学会
ＪＵ京都文京区湯島２－３１－２１一丸ピル２Ｆ

日本 リハビ リテーション医学 会
東京都板橋区小茂根１－１－１７

日本 形成 外科学会
東京都文京区本駒込５－１６－９

学会センターＣ２１

日本 小児 外科学会
東京都文京区本駒込５－１６－９

学会センターＣ２１

日本 消化器 外科学会
東京都千代田区九段南２－２－４新九段ビル９Ｆ

日本 臨床病 理学会
東京都文京区本郷２－１１－１０

ウエルストンハイツ２０３

日本 胸部疾患 学会
東京都文京区本郷４－１－１１ＹＫ本郷４Ｆ

日 本心身医学会
福岡市東区馬出３－１－１

九州大学医学部診療内科内

日本 救急医学会
吹田市山田丘２－２大坂大学医学部附属病院

特殊救急部内

日本 アレ ルギー学 会
東京都文京区本郷ｌ－３５－２６石水ビル７Ｆ

日本リ ウマチ学会
東京都豊島区南大塚２－３９－７

ヤマモト大塚ビルＳＦ

日本消化 器内視鏡学 会
東京都千代田区神田小川町３－２２

タイメイビル ２Ｆ

日本血液 学会
京都市左京区吉田河原町１４

近畿地方発明センター内

日本泌尿 器科学会
東京都文京区本ＳＪ３－１４－１ＯＳＩ生ビル

日本糖尿 病学会
東京都文京区本郷３－３８－１１

本郷スカイビル４０３号

日本気管 食道科学会
東京都文京区後ｉ≪２－３－１０白王ビル５Ｆ

日本内 分泌 学会
京都市左京区吉田河原町１４

近畿地方発明センター内

日本老年医 学会
東京都文京区涌島４－２－１杏林ビル７０２

日本精 神神経学会
東京都文京区本ｆｉＳ３－３８－ｌｌ 本郷スカイビル

日本肝臓 学会
東京都文京区本郷３－２８－１０柏屋２ビル５Ｆ

日本腎臓 学会
東京都新宿区天神町１天台ビル７Ｆ

日本大腸肛門 病学会
東京都大田区大森西６－ｎ －ｉ

東邦大学医学部第一外科学教ｓ．内

日本輸血学 会
東京都渋谷区広尾４－１－３１

日本赤十字社中央血液センター内

日本超音波医 学会
東京都文京区本郷３－２３－１

クロセゼア本郷３Ｆ

日本核医学 会
東京都文京区本駒込２－２８－４５

日本アイソトープ協会内

日本産業 衛生 学会
東京都新宿区新宿１－２９－８公衆衛生ビル

日本人類 遺伝学会
長崎市坂本１－１２－４

長崎大学医学部原研 遺伝学部門内

日本呼吸 器外科学会
京都市上京区寺町広小路東桜町５９
荒神ロビルＩＦ Ｄ号

日本小児 神経 学会
東京都新ｍ区若松町６－１３建和堂ビル２Ｆ

日本東洋医学 会
東京都中央区日本檎３－４－１０中将瀾ビル内

表１ 学会認定医制協議会会員４６学会（平成８年３月現在）
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近病図協発 ９６・３１号

学会認定医制度協議会

学会殿

平成９年ｕ 月 １日

近畿病院図轡室協議

会長 牧 野 尚

（兵庫県立尼崎病院

学会教育施設の図書室の規定について（アンケートのお願い）

拝啓 貴学会におかれましては、ますますご清栄のこととお慶 び申し上げます。

さて、私ども近畿 病院図書室協議会は、病院図書室の充 実、医療情 報活動 に貢献するこ

とを目的 に昭和４９年に設立され、現在近畿地区を中心にｉｏ８機関が加入して医 学文献相互

貸借、図書室担当者の教育等の活動を行っております。

昨年、日本医療評 価機構が設立され、病院の医療評価が全国的に開始されました。それ

によります と病院図書室にも評価項目が設けられており、わず かながらでも図書室に対す

る認識が一歩前進したかと喜んでおります。

ところで、当協議 会会貝病院の中には、専門医（認定医 ）による 各学会の教 育病院の指

定をうけて研修医を受け入れている病院が多くございます。よりよい研修施設にするため、

貴学会教育 施設の認定基準のうち図書室関連の規定がございましたらお教えいただきたく

存じます。

つきましては、ご多忙中恐縮ではござい ますが、別紙アンケート にご記入の上、下記の

要領でご返 送下さい ますようお願い申し上げ ます。また、貴学 会の教育施設指定の基準条

件が記載されたものがござい ましたら、一部アンケート回答用 紙と同封してお送り下さい

ますよう併せてお願いいたし ます。

記

１．締 切：平成８年１２月５日

２．送付先：〒６５１・１３

神戸市北区藤原台中町５・１・１

済生会兵庫県病院図書室（担当者：田中 文子）

電話：０７８・９８７－２２２２ ＦＡＸ：０７８・９８７・２２２１

表２ アンケート依頼文書

貴学会名（

１．ｆｔ学会では、教青研修施設の施設指定をされてますか？

Ｙｅｓ Ｎｏ

２．施ｉｘ指定条件に、図書室（閲覧できる体制）が必要とされますか？

Ｙｅｓ Ｎｏ

３．図書室には、担当者の配ｉａが必要とお考えですか？

必要と思 われる場合は、どのような担当者が望ましいとお考えですか？

Ｙｅｓ Ｎｏ

Ａ．専任有資格者（司書）

Ｂ．専任担当者

ｃ．その他（ ）

４．図書室全体の蔵書数（単行書）を指定条件とされますか？ 、

Ｙｅｓ Ｎｏ

５．学会関連分野の蔵書数（単行書）を指定条件とされますか？

Ｙｅｓ Ｎｏ

６．図書室全体の雑誌タイトル数を指定条件とされますか？

Ｙｅｓ Ｎｏ

７．学会関連分野の雑誌タイトル致を指定条件とされますか？

Ｙｅｓ Ｎｏ

８．文献検索ができる手段が必要とお考えですか？

Ｙｅｓ Ｎｏ

９．研修に必要な文献入手手段が必要とお考えですか？

Ｙｅｓ Ｎｏ

１０．今後、研修施設にニューメデ イア（ＣＤ・ＲＯＭ、オンライン検索．インターネット等）の整備が必要だと

お考えですか？

Ｙｅｓ Ｎｏ

１１．研修医に対して．資科・情報に対する利用者救育が必要とお考えですか？

Ｙｅｓ Ｎ０

１２．今後．図書室閔連についての規定でａ：５ｃ、新たに規定 を設ける等予定されていることがございました

らお書き下さい．

１３．受入施設の図客室（担当老）に望まれることがご ざい ましたらお書き下さい。

表３ アンケート項目
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学 会 名 資料 １ ２ ３ ４ Ｓ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ 規 定 内 容

日本病理学会
有 Ｙ

日本温泉気候物理医学会
Ｙ Ｙ Ｎ Ｎ Ｙ Ｎ Ｎ Ｙ Ｙ Ｎ Ｎ

日本内科学会
有 Ｙ Ｙ Ｙ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ

現時点では、改町予定なし 内科関通の内外のａｎの充ｎ希望

日本小児科学会
Ｙ Ｙ Ｎ Ｎ Ｎ Ｙ

回答保留としたい

日本消化器病学会
Ｙ Ｎ Ｙ Ｙ Ｙ

日本循環器学会 Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｙ Ｙ Ｙ Ｎ

日本外科学会
有 Ｙ Ｙ ＹＡ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ

日本整形外科学会
有 Ｙ Ｙ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ

日本産科産婦人科学会
有 Ｙ Ｎ ＹＢ Ｎ Ｎ Ｎ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ

日本眼科学会
有 Ｙ Ｙ ＹＢ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ

予定なし

日本耳鼻咽喉科学会
Ｙ Ｙ ＹＡ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｙ Ｙ Ｙ

日本皮膚科学会

日本医学放射線学会
Ｙ Ｙ ＹＢ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ

・４－７について総合判定の資糾としている

熊本大学放射緯医学教室 高檎Ｄｒより

日本麻酔学会 Ｙ Ｎ

日本胸部外科学会
有 Ｙ Ｙ

日本脳神経外科学会 Ｙ Ｎ

日本神経学会
Ｎ Ｎ ＹＡ Ｎ Ｙ Ｎ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ

今後の課題とする 幹事囮人的ｅ．見：日米の主要雑誌の購

入と文献検索・入手は大切

日本リハビリテーション医学会

日本形成外科学会 Ｙ Ｎ ＹＢ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ
オンライン検索による文献ａ．供などが

実現できれば．

日本小児外科学会

日本消化器外科学会
有 Ｙ Ｙ ＹＢ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ

日本臨床病理学会
Ｙ Ｙ Ｎ Ｙ Ｙ Ｎ Ｎ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ

日本胸部ｍ患学会
Ｙ Ｙ ＹＢ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｙ Ｙ Ｙ Ｎ

日本心身医学会
Ｙ Ｎ ＹＡ Ｎ Ｙ Ｎ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ

日本救急医学会
有 Ｎ

日本アレルギー学会
Ｙ Ｙ Ｙ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ

日本リウマチ学会
有 Ｔ Ｙ ＹＢ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ

日本消化器内視鏡学会
有 Ｙ Ｎ ＹＢ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ
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日本血液学会
Ｙ Ｎ

日本泌尿器科学会
有 Ｙ Ｙ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｙ Ｎ Ｙ

研修施設の粂件全体の再検

討を予定している

日本糖尿病学会
有 Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ

日本気管食道科学会
Ｎ

日本内分泌学会

日本老年医学会

日本精神神経学会
協議会には．参加しているが認足医利度は

できていない．

日本肝臓学会
Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ

娩定はないが，ａ 然的に設

置されているもの

日本腎臓学会 Ｙ Ｎ ＹＣ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ
今後、ｌａ書室の設置は£’ｌｉ

となると考える．

日本大腸肛門病学会 Ｙ Ｎ Ｎ Ｎ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ

日本輸血学会
有 Ｙ Ｎ ＹＢ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ

日本超音波医学会
有 Ｙ Ｙ ＹＢ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｙ Ｙ Ｙ

日本核医学会 Ｙ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ

日本産業衛生学会
Ｎ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ Ｎ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ

日本人類遺伝学会 Ｙ Ｎ ＹＡ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｙ

日本呼吸器外科学会 Ｙ Ｎ ＹＢ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｙ Ｙ Ｙ Ｎ

日本小児神経学会 Ｎ Ｙ ＹＡ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ
妃定委員長凹人的意兄として

日本東洋医学会
学会が小さくて答えられない

アンケート 回答数 回答率 Ｙｅｓ 数 Ｙｅｓ 率 ＮＯ 数 Ｎｏ 率

１ ３９ １００ ３２ ８２．０５ ７ １７．９５

２ ３６ ９２．３１ １９ ５２．７８ １７ ４７．２２

３ ２８ ７１．７９ ２１

ＹＡ３ＹＢｎ ＹＣ

７５ ７ ２５

４ ３１ ７９．４９ ４ １２．９ ２７ ８７．１

５ ３０ ７６．９２ ７ ２３．３３ ２３ ７６．６７

６ ２９ ７４．３６ １ ３．４５ ２８ ９６．５５

７ ３０ ７６．９２ ７ ２３．３３ ２３ ７６．６７

８ ３０ ７６．９２ ２５ ８３．３３ ５ １６．６７

９ ３０ ７６．９２ ２５ ８３．３３ ５ １６．６７

１０ ２９ ７４．３６ ２５ ８６．２１ ４ １３．７９

ｎ ２６ ６６．６７ ２０ ７６．９２ ６ ２３．０８

表４ アンケート結果

表５ 各設問間の回答率
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